
 

［野菜部門］ 

５．低温処理によって花芽分化を促進すると「ゆめのか」の先青果の発生が減少する 

 

［要約］ 

「ゆめのか」の低温暗黒処理または夜冷短日処理によって花芽分化を促進すると、雌

ずい形成期が高温期に当たることから頂果房頂果の先青果の発生が少なくなる。  
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［分類］ 情報  
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［背景・ねらい］ 

イチゴ品種「ゆめのか」は頂果房の頂果を中心に先青果の発生が多いという問題点があ

るため、先青果軽減対策が求められている。頂果房頂果の先青果の発生は頂花の雌ずい形

成期頃が高温となった年に少なかったため、先青果の発生には温度が影響していると考え

られた。そこで、低温暗黒処理または夜冷短日処理によって花芽分化を促進し、雌ずい形

成期を高温期に遭遇させた時の先青果発生について検討する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．低温暗黒処理または夜冷短日処理によって花芽分化期が8日早まり、雌ずい形成期が秋

の高温に遭遇する。普通ポット育苗と比較して低温暗黒処理では開花期は10日、収穫期

は15日、夜冷短日処理では開花期は8日、収穫期は13日早くなる（図１、表１）。  

２．雌ずい形成期に高温に遭遇したことにより頂果房頂果の先青果の発生は減少する（図

２）。  

３．花芽分化期の前進化及び先青果の発生軽減によって低温暗黒処理または夜冷短日処理

の年内商品果収量は普通ポット育苗よりも多くなる（図２）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．先青果の発生軽減が確認できているのは頂果房頂果についてのみである。  

２．秋が低温の年には先青果が増加する可能性がある。  



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

図２ 花芽分化促進処理が商品果収量及び先青果発生率に及ぼす影響 
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花数

開花期w 収穫期v （花）

低温暗黒処理z 9/9 10/23 11/24 18

夜冷短日処理y 9/9 10/25 11/26 25

普通ポット育苗 9/17 11/2 12/9 25
z 8/25～9/9の15日間、15℃一定の暗黒条件下で処理した
y 8/25～9/9の15日間、日長8時間（9時～17時）、暗期温度15℃で処理した
x 頂花房頂花の花芽分化を確認した日
w 50％の株が開花した日
v 50％の株で収穫を開始した日

処理
頂花（果）房頂花（果）

定植日x

  表１ 花芽分化促進処理が定植日、開花期、収穫期及び花数に及ぼす影響

4.5 

17.8 

47.0 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

50

100

150

200

250

低温暗黒処理 夜冷短日処理 普通ポット育苗

先
青
果
発
生
率
（
％
）

商
品
果
収
量
（
k
g
/
a
）

11月 12月 1月 先青果発生率（頂果房頂果）

図１ 試験を実施したハウス内の気温の推移  
z 雌ずい形成期確認日の前日から 7 日間の平均気温  

 


